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性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
等
の
防
止
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
規
則
第
百
五
十
二
号
）

改
正

平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日

令
和

元
年

六
月
二
〇
日

同

三
年

六
月
一
八
日

同

四
年

三
月
一
七
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
目
的
と
す
る
。

一

日
本
国
憲
法
が
規
定
す
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
及
び
両
性

の
本
質
的
平
等
を
基
本
的
理
念
と
し
て
、
我
が
国
が
女
性
差

別
撤
廃
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。
）
及
び
会
員
（
弁
護
士
、

外
国
法
事
務
弁
護
士
、
準
会
員
及
び
特
別
会
員
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
防

止
し
、
も
っ
て
、
男
女
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
法
曹
界

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
。

二

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
日
本
国
憲
法
に
規
定

す
る
両
性
の
本
質
的
平
等
に
も
と
り
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
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す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
及
び
会
員
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
そ
の
態
様
に
よ
り
会
員
の
品
位
を
失
う
べ

き
非
行
に
該
当
し
得
る
こ
と
に
鑑
み
、
会
員
の
職
務
そ
の
他

一
切
の
活
動
に
関
連
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
も
っ
て
、
職
場
の
良
好
な
環

境
及
び
本
会
の
信
用
を
維
持
し
、
並
び
に
会
員
の
品
位
を
確

保
す
る
こ
と
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意

義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い

会
員
の
事
務
所
に
お
け
る

活
動
、
本
会
、
弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
会
連
合
会
に
お
け
る

会
務
活
動
そ
の
他
の
職
務
等
に
関
す
る
一
切
の
活
動
に
お
い

て
行
わ
れ
る
生
物
学
的
又
は
社
会
的
な
性
差
を
理
由
と
す
る

差
別
的
取
扱
い
を
い
う
。

二

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

会
員
の
事
務
所
に
お

け
る
活
動
、
本
会
、
弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
会
連
合
会
に
お

け
る
会
務
活
動
そ
の
他
の
職
務
等
に
関
す
る
一
切
の
活
動
に

お
い
て
、
他
人
に
不
快
感
を
感
じ
さ
せ
る
性
的
な
言
動
を
い

う
。

（
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
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ン
ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
）

第
三
条

会
員
か
ら
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
「
差
別
的
取
扱
い
等
」
と
い
う
。
）

を
受
け
た
会
員
、
司
法
修
習
生
、
会
員
の
事
務
所
で
研
修
中
の

者
、
本
会
、
弁
護
士
会
、
弁
護
士
会
連
合
会
若
し
く
は
会
員
の

事
務
所
に
勤
務
す
る
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又

は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
）
、
依
頼
者
又
は
相
談
者

は
、
本
会
に
対
し
、
苦
情
又
は
相
談
（
以
下
「
苦
情
相
談
」
と

い
う
。
）
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
は
、
差
別
的
取
扱
い
等
を
拒
否
し
、
又
は
差
別
的
取
扱
い
等

に
対
し
て
抗
議
し
た
こ
と
、
差
別
的
取
扱
い
等
に
関
す
る
苦
情

相
談
を
申
し
出
た
こ
と
等
差
別
的
取
扱
い
等
に
対
す
る
正
当
な

対
応
を
し
た
こ
と
又
は
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
相
談
員
に

よ
る
事
情
聴
取
若
し
く
は
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
調
査
委

員
会
に
よ
る
調
査
に
協
力
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
い
か
な
る
不

利
益
も
受
け
な
い
。

（
差
別
的
取
扱
い
等
の
防
止
に
関
す
る
措
置
）

第
四
条

本
会
は
、
会
員
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
等
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
。

一

差
別
的
取
扱
い
等
の
防
止
に
関
す
る
指
針
の
作
成
及
び
周
知
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二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
の
申
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
が
差
別
的
取
扱
い
等
を
拒
否
し
、
又
は
差
別
的

取
扱
い
等
に
対
し
て
抗
議
し
た
こ
と
、
差
別
的
取
扱
い
等
に

関
す
る
苦
情
相
談
を
申
し
出
た
こ
と
等
差
別
的
取
扱
い
等
に

対
す
る
正
当
な
対
応
を
し
た
こ
と
又
は
第
七
条
第
二
項
に
規

定
す
る
相
談
員
に
よ
る
事
情
聴
取
若
し
く
は
第
八
条
第
二
項

に
規
定
す
る
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
に
協
力
を
し
た
こ
と

に
よ
り
、
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置

（
研
修
）

第
五
条

本
会
は
、
会
員
に
対
し
、
差
別
的
取
扱
い
等
の
防
止
に

関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
、
弁
護
士
会

が
同
様
の
研
修
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
支
援
す
る
。

２

会
長
、
副
会
長
、
事
務
総
長
及
び
事
務
次
長
（
以
下
「
会
長

等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
役
職
に
あ
る
間
に
お
い
て
、
本
会
が

会
長
等
そ
の
他
の
た
め
に
実
施
す
る
差
別
的
取
扱
い
等
の
防
止

に
関
す
る
研
修
に
毎
年
一
回
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
相
談
員
）

第
六
条

本
会
は
、
苦
情
相
談
に
応
じ
る
者
と
し
て
相
談
員
を
選

任
し
、
そ
の
名
簿
（
以
下
「
相
談
員
名
簿
」
と
い
う
。
）
を
作
成

す
る
。

２

会
長
は
、
前
項
の
相
談
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
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か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
人
数
を
、
第
六
号
に
掲
げ
る
者
と
併
せ
て
合
計
二
十

人
以
上
と
な
る
よ
う
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
相
談

員
の
う
ち
半
数
以
上
を
女
性
と
し
、
か
つ
、
各
弁
護
士
会
連
合

会
か
ら
男
女
各
一
人
以
上
を
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。

一

事
務
総
長
が
推
薦
す
る
事
務
次
長

二
人

二

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
委
員

二
人
以
上

三

両
性
の
平
等
に
関
す
る
委
員
会
の
委
員

二
人
以
上

四

人
権
擁
護
委
員
会
の
委
員

一
人
以
上

五

司
法
修
習
委
員
会
の
委
員

一
人
以
上

六

そ
の
他
会
長
が
指
名
す
る
者

３

相
談
員
の
任
期
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

一

相
談
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
員
の
任
期
の
途
中
に
相

談
員
就
任
の
前
提
と
な
る
役
職
若
し
く
は
委
員
の
任
期
が
終
了

し
、
又
は
相
談
員
が
辞
任
し
た
と
き
は
、
当
該
相
談
員
の
任
期

は
終
了
す
る
も
の
と
し
、
後
任
の
相
談
員
の
任
期
は
前
任
の
相

談
員
の
任
期
の
残
存
期
間
と
す
る
。

４

本
会
は
、
苦
情
相
談
に
相
談
員
が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
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す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
も
の
と
し
、
当
該
研
修
に
相
談
員

を
参
加
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
員
に
よ
る
苦
情
相
談
の
手
続
等
）

第
七
条

本
会
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
の
申

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
か
ら
苦
情
相
談
の
申
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
相
談
員
名
簿
の
中
か
ら
当
該
苦
情
相
談
に
応
じ
る
者

を
指
名
し
、
相
談
に
当
た
ら
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
指
名
を
受
け
た
相
談
員
は
、
当
該
苦
情
相
談
を
申
し

出
た
者
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、

当
該
苦
情
相
談
の
内
容
で
あ
る
差
別
的
取
扱
い
等
に
起
因
す
る

問
題
の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
説
明
、
助
言
等
を
行
う
も
の
と

す
る
。

３

相
談
員
は
、
苦
情
相
談
に
応
じ
た
と
き
は
、
行
っ
た
事
情
聴

取
、
説
明
、
助
言
等
の
内
容
に
つ
い
て
書
面
に
記
録
し
、
速
や

か
に
、
本
会
に
提
出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

相
談
員
に
よ
る
苦
情
相
談
の
手
続
及
び
相
談
に
当
た
り
留
意

す
べ
き
事
項
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
細
則
で

定
め
る
。

（
相
談
員
に
よ
る
苦
情
相
談
の
手
続
に
お
け
る
相
手
方
所
属
弁

護
士
会
へ
の
確
認
）

第
七
条
の
二

本
会
は
、
相
談
員
に
よ
る
苦
情
相
談
の
手
続
に
お
い
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て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
苦
情
相
談
に
お

い
て
差
別
的
取
扱
い
等
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
会
員
（
以
下
「
相
手

方
」
と
い
う
。
）
の
所
属
弁
護
士
会
に
対
し
、
相
手
方
に
対
す
る

同
種
の
差
別
的
取
扱
い
等
に
関
す
る
苦
情
相
談
及
び
調
査
の
有
無

並
び
に
そ
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

申
出
人
が
相
手
方
の
所
属
弁
護
士
会
へ
の
確
認
に
異
議
を
述
べ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
）

第
八
条

本
会
は
、
相
談
員
か
ら
前
条
第
三
項
の
報
告
を
受
け
、

調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
苦
情
相
談

に
応
じ
た
相
談
員
以
外
の
相
談
員
か
ら
男
女
各
一
人
以
上
を
含

む
三
人
以
上
の
委
員
を
指
名
し
て
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
。

２

調
査
委
員
会
は
、
申
出
人
及
び
相
手
方
又
は
そ
の
上
司
等
の

関
係
者
（
以
下
「
関
係
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
事
情
聴
取
を
行
う

方
法
等
に
よ
り
事
実
確
認
そ
の
他
の
調
査
を
行
う
。

３

調
査
委
員
会
は
、
前
項
の
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
調

査
の
結
果
を
書
面
に
記
録
し
、
速
や
か
に
、
本
会
に
提
出
し
て

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
の
手
続
及
び
調
査
に
当
た
り
留
意
す

べ
き
事
項
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
細
則
で
定

め
る
。
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（
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
の
手
続
に
お
け
る
相
手
方
所
属
弁
護

士
会
へ
の
確
認
）

第
八
条
の
二

本
会
は
、
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
の
手
続
に
お
い

て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
手
方
の
所
属
弁
護

士
会
に
対
し
、
相
手
方
に
対
す
る
同
種
の
差
別
的
取
扱
い
等
に
関

す
る
苦
情
相
談
及
び
調
査
の
有
無
並
び
に
そ
の
状
況
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
申
出
人
が
相
手
方
の
所
属
弁

護
士
会
へ
の
確
認
に
異
議
を
述
べ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
調
査
へ
の
誠
実
な
対
応
）

第
九
条

会
員
は
、
調
査
委
員
会
か
ら
事
情
聴
取
を
受
け
、
又
は

協
力
等
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
誠
実
に
対
応
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
案
件
に
関
す
る
措
置
）

第
十
条

本
会
は
、
第
八
条
第
三
項
の
報
告
を
受
け
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
手
方
又
は
関
係
者
に
弁
明
の
機
会
を

与
え
た
上
で
、
差
別
的
取
扱
い
等
に
起
因
す
る
問
題
の
解
決
の

た
め
の
次
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

苦
情
相
談
又
は
調
査
委
員
会
の
調
査
に
お
い
て
十
分
に
弁
明
の

機
会
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
改
め
て
弁
明
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一

相
手
方
に
対
す
る
助
言
又
は
勧
告
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二

相
手
方
が
所
属
す
る
事
務
所
又
は
弁
護
士
法
人
、
外
国
法

事
務
弁
護
士
法
人
若
し
く
は
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士

共
同
法
人
の
関
係
者
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
等
に
起
因
す

る
問
題
の
予
防
及
び
解
決
の
た
め
の
対
処
等
の
要
請

三

謝
罪
等
の
あ
っ
せ
ん

２

本
会
は
、
第
八
条
第
三
項
の
報
告
を
受
け
、
前
項
の
措
置
を

行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
何
ら
の
措
置
を
行
わ
な

い
旨
の
決
定
を
行
う
。

３

本
会
は
、
第
一
項
の
措
置
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
（
相

手
方
が
弁
明
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
弁
明
の
内
容
を
含
む
。
）

を
書
面
に
記
録
し
、
申
出
人
及
び
当
該
相
手
方
の
所
属
弁
護
士

会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
申
出
人
が
相
手
方
の

所
属
弁
護
士
会
へ
の
通
知
に
異
議
を
述
べ
た
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

４

本
会
は
、
第
二
項
の
決
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申

出
人
、
相
手
方
及
び
関
係
者
（
当
該
関
係
者
か
ら
事
情
の
聴
取

を
行
っ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
文
書
で
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

本
会
は
、
第
二
項
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
相
手
方
の
所
属
弁

護
士
会
に
文
書
で
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
申
出

人
が
相
手
方
の
所
属
弁
護
士
会
へ
の
通
知
に
異
議
を
述
べ
た
場
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合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
配
慮
）

第
十
一
条

相
談
員
は
、
苦
情
相
談
に
応
じ
、
又
は
調
査
委
員
会

の
委
員
と
し
て
第
八
条
第
二
項
の
調
査
を
行
う
に
際
し
て
は
、

関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
名
誉
そ
の
他
の
人
権
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
真
摯
か
つ
迅
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

相
談
員
は
、
会
長
等
又
は
他
の
相
談
員
と
の
苦
情
相
談
に
つ

い
て
の
対
応
に
関
す
る
協
議
を
行
う
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
七
条
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
及
び
第

八
条
第
二
項
の
調
査
の
過
程
で
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
記
録
及
び
記
録
の
保
管
）

第
十
二
条

本
会
は
、
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
の

記
録
の
書
面
、
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
調
査
委
員
会
の
調

査
の
記
録
の
書
面
、
第
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
の
記
録

の
書
面
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
通
知
文
書
そ

の
他
苦
情
相
談
に
関
係
す
る
資
料
等
を
編
綴
し
て
記
録
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
記
録
は
、
会
長
が
保
管
し
、
何
人
も
閲
覧

で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
懲
戒
手
続
に
使
用
す
る
場

合
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
の
許
可
を
得

て
、
閲
覧
し
、
又
は
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
会
は
、
会
員
の
研
修
等
の

た
め
、
第
一
項
の
記
録
に
つ
い
て
、
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
記
述
等
の
部
分
を
除
く
等
の
必
要
な
編
集
を
行
い
、
か

つ
、
事
案
を
抽
象
化
し
た
記
録
を
作
成
し
て
保
管
し
、
公
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
細
則
へ
の
委
任
）

第
十
三
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
実

施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
細
則
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日
規
則
第
一
六
五
号

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
創
設
に
係
る
外
国

弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

第
一
条
改
正
）
抄

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

二
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
後
略
）

（
平
成
二
七
年
政
令
第
四
一
四
号
で
平
成
二
八
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
）

附

則
（
令
和
元
年
六
月
二
〇
日
改
正
）
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１

第
六
条
第
三
項
の
改
正
規
定
（
以
下
「
改
正
規
定
」
と
い
う
。
）

は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
六
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改

正
規
定
の
施
行
後
最
初
に
選
任
さ
れ
る
相
談
員
の
う
ち
半
数
の
任

期
は
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
、
他
の
半
数
の
相
談
員

の
任
期
は
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附

則
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
規
則
第
二
〇
〇
号

弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
制
度
創

設
に
係
る
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱

い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規

則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

第
一
〇
条
改
正
）

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
政
令
第
四
一
号
で
令
和
四
年
一
一
月
一
日
か

ら
施
行
）

附

則
（
令
和
四
年
三
月
一
七
日
改
正
）

１

第
七
条
の
二
（
新
設
）
、
第
八
条
第
二
項
、
第
八
条
の
二
（
新

設
）
、
第
十
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
新
設
）
並
び
に
第
十
二
条

第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
四
年
三
月
十
七
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
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２

改
正
後
の
第
七
条
の
二
、
第
八
条
の
二
及
び
第
十
条
第
五
項
の

規
定
は
、
施
行
日
以
降
に
苦
情
相
談
の
申
出
が
あ
っ
た
相
談
案
件

か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
当
該
申
出
が
あ
っ
た
相
談
案
件
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


